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1)藤田志捗 ･消水屋千 ･光永総千 ･林基治 ･杉

山率丸 (1998)ニホンザルメスの血中および尿
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日本生理学会大会 (1999年3月､長崎).第76回

日本生理学会大会予稿集p.103.

3)西山武男 ･棒曲茂久 ･伊藤麻里千 ･木村順

平 ･池辺元 ･田谷一幸 ･武石昌敬 (1998)犬

の妊娠糊卵典と胎盤におけるステロイド合成酵

米の免疫組械化学的研究.第91回日本繁殖生物

学会大会 (1998年8月,札幌).Journalof

ReproductionandDevelopment44(6):a49.

4)大石前生 ･肥後範行 ･山下晶子 ･松田圭司･

林誠治 (1999)脱抑制とFos免疫組織化学の組

み合わせによるサル運動野の神経連絡の解析.

第76回日本生理学会大会 (1999年3月､長崎).

第76回日本生理学会大会予稿集p.299.

5)大島随一 ･伊藤麻里子 ･岸久司 ･新井浩司･

上原孝吉 ･渡辺元 ･田谷-善 (1998)ハムスタ

ーの発情周期中におけるインヒビンA､インヒ

ビンBおよび Pro-aCの分泌パターン.第99回

日本繁殖生物学会大会 (1998年8月.札幌).

JournalofReproductionandDevelopment

44(6):a51.

6)清水慶子 ･光永総子 ･伊藤麻里子 ･林基治 ･

竹ノ下祐二 ･浅菓憤介 (1998)黄体ホルモンに

よるマカクザルの妊娠抑制.第14回日本霊長類

学会大会 (1998年6月､岡山).霊長短研究14

(3):272.

7)鈴木樹理 ･大蔵聡 ･潰田穣･早川摘治 (1998)
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ンの変化.第14回日本霊長類学会大会 (1998年

6月､岡山).霊長類研究14(3):242.

漣伝子情報分野

竹中 修 ･景山 節 ･中村 伸 ･践岡一雄

く研究概要)

A)DNA分析による霊長類の系統解析

竹中 修 ･リナ･H･ステイヤジl)･

アナ･カリナ･ザバラグレン2)･川本咲江3)

ミトコンドリアDNAには進化速度を兄に

する鏡域があり､群内の個体差の検出から種間系

統関係まで､対象の霊長類のどの側面を解析する

かにより使い分けることが可能である｡チトクロ

ームb遺伝子､DILoopの塩基配列比較によるス

ラウェシマカク7種およびブタオザル､さらにチ

ンパンジ-の亜種間の系統関係の解析を進めてい

る｡また中部スラウェシのトンケアナとへツキの

雑種形成地帯の計7群の試料について､ミトコン

ドリアD-Loop街域のPCR増幅一本鎖DNA調糾

法による塩基配列決定配列決決定比較を開始し

た｡

B)霊長規Y染色体DNAの進化

ユー ･スンスク2)･竹中 修

高等霊長類特にホミノイドの各種はその繁

殖構造に差先があり､性的二型､迫柏能力も様々

である｡そこでY染色体DNAに注目し分析を行

ってきた｡ニホンザルの発達加齢および繁殖期と

非繁殖期における精巣特異発現迫伝子(mRNA)

を､同一個体のバイオプシーとディファレンシャ

ルディスプレイ法により検討している｡3才と31

才の個体で多くの異なる発現迫伝子を税測した｡

それらの塩基配列の決定を行った｡

C)アスパラギン酸プロテアーゼの構造 ･機能 ･

進化

景山 節

新世界ザルの5種 (ワタボウシタマリン､

コモンマ-モセット､ヨザル､フサオマキザル､

- 50-



リスザル)について胃粘膜からペプシノゲンを約

割するとともに､mRNAからcDNAクローニング

と塩基配列決定を進めた.ペプシノゲンはA型､

C型､プロキモシンの3種別が同定され各々の酵素

的性TIと塩基配列が明らかになった｡他の晴乳柄

では新生児にしか発現しないプロキモシンが新世

界ザルでは成体で発現しておりこの酵素の新たな

役割が推測された｡

D)霊長規の止血.免疫機構

中村 伸 ･許 禎壬4)･平野 其 5)･山地健人6)

バイオメディカルな視点から霊長類の生体

防御系 (特に､止血一凝固反応､免疫-IgE産生応答)

に関する研究を展開している｡組総因子 (Tissue

Factor.TF)の新たな発現細胞として好中球での

発現と､その炎症反応における役割を明らかにし

た(朽木秀一7)らとの共同)｡TF-mRNA定免法とし

て､competitiveRT-PCR法を確立し､サル組

約 ･械詑間でのTF迫伝子の発現特性を検討した

(肝)｡また､TF遺伝子の新たな発現制御機構とし

てメチル化/脱メチル化に着目し､その解析を進

めている(平野)｡スギ花粉症の脱感作機序を検討

するために､ニホンザルのスギ花粉症モデルを創

出し.スギ花粉抗原丁-細胞エピトープペプチドに

よる脱感作機序を調べた(山地)｡

E)霊長類モデルにおける迫伝子導入研究

中村 仲 ･光永総子 8)･平野 其 5)･消水慶子9)

今年度は､迫伝子生体導入担体 (ベクター)

の安全性､有効性の評価系を確立する目的で､カ

ニクザルでのリポソーム性ベクターの迫伝子導入

効率や生体反応系への影響を検討した｡また､サ

ル用のP2レベル飼育実験室を並併し､ニホンザル

やコモンマ-モセットでのベクタ一乗験も進めて

いる(恵美宜彦 ･名大 ･医､今村隆寿 ･熊大 ･医ら

とも共同)｡

F)霊長類特異酵素の解析

浅岡一雄

マ-モセットおよびニホンザルの薬物代謝

酵素P450-2Dについて立体選択性をヒトと比較

して研究した｡P450-4Aについてはマカク間お

よびヒトとの比較を行った｡!窮境物質のサルへの

杖がりを知るため野生および飼育のニホンザルに

ついてフタルサンエステルの取り込みを調査し

た｡!顎焼物円によるサルへの影響を調べるため薬

物代謝酵素の妨塀および組綴像の解析を進めた｡

テロメラーゼについてマカクザルの各種組織の発

現を解析した.尿酸酸化酵素とテロメアサイズに

ついて籾人旅やヒトを含め系統間の比較を行い､

ヒトの独自性を兄いだした｡

く研究業績)

論文

一英文-
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1)日本学術振興会論博研究生

2)大学院生

3)技術補佐員

4)研死生

5)ヒューマンサイエンス振興財田リサーチレジ

デント

6)受託研死見

7)共同利用研究員

8)ヒューマンサイエンス財団研死支損者 ･

9)器官調節分野
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回血液アゴラpp.61-67.

3)中村伸(1998).サルモデルでの新たなエンドト

キシン応答一好中球での組織因子 (Tissue

Factor)の発現と凝固反応克進.エンドトキシン

研究 1:41-47.

学会発表

一英文l

1)Narimatsu.S.,Yamamoto,S.,Kobayashi,

N..Horie.T..Ohmori.S.,Kitada,M.,Asaoka.

K.& Satoh.T.(1998)Enantioselectivityof

propranololoxidationisdifferentbetween

humansandmonkeys.5thlnternational

ISSX meeting (1998年 10月 , Cairns,

Australia).Abstractp.58.

-和文-

1)践岡一班 (1998)サル班の尿酸酸化酵素の性

比 那71回日本生化学会 (1998年10月,名古

屋).生化学 70:797.

2)臼:岡一雄 ･佐藤哲刀 ･成田成 (1998)サルの

組紙に及ぼす3-メチルコラントレンの影響につ

いて.第24回円墳 トキシコロジーシンポジウム

第2回 ･衡生薬学フォーラム合同大会 (1998年

10月､大阪).掛 英要旨典 p.47.フアルマシア

34:1030.

3)浅岡一雄 ･坂本安 ･矢野一行 (1998)サルに

おける環境化学物日フタル酸エステルの取り込
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月､名古屋).生化学 70:729.
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二ホンザル花粉症モデルの作山と減感作嫉法の

拭み､耶14回日本盟長柄学会 (1998LF･6F7､岡

山).霊長規研究 14:256.A

25)リナ･ステイアジ･パンパン･スリョプ ロト･

竹中修 (1998)スラウェシマカクの起源と進化｡

耶14回日本霊長柳学会 (1998年6月､岡山)盟

長切研死 14:253.

二ホンザル野外観察施設

大将秀行 (施設長 ･兼)･接遇邦夫 ･

室山泰之1)･足滞貞成2)

本施設の運営は､上記3教官のほか.鈴木

兄 (社会構造分野)の協力を得て進められた｡近

年､野生ニホンザルの人里へのは近と､崩作物披

辞の増加が全国各地から報告されるようになっ

た｡一方で日本国有税であるニホンザルの保班管

理学､あるいは保全生物学の分野をより充突させ

るべきだとの､社会的な要調も強くなっている｡

こうした状況の変化にあわせて､本施設の研究内

容も少しずつ変わってきている｡すなわち､各地

研究林.視察ステーションを維持し､基本的な生

態学的fi料の収集を続け､長期継続視察研究の基

盤位偏をするという本来の活動を行いながらも､

それに加えて野生ニホンザルの保全生物学的な研

死､およびその拠点としての活動にも械極的に取

り組んでいる｡今年度も具体的には､｢西日本ニ

ホンザル ･フォーラム｣の開催､本州各地野生ニ

ホンザル分布情報のとりまとめ､福井県等で行わ

れようとした野生ニホンザルへの避妊処田中入間

越の検討と撤回要言乱 鳥獣保甥法改正をめぐる間

招点の検討などが行われた｡

今年度は財政桐追改革法による15%予算別

か戊という､非常に苦しい状況の下での運営を強い

られた｡施設運営にかかわる経費は設立当時から

全く変わらないままであり,これまでも実質的に

は目減りするばかりであった｡人的な補充もまま

ならず､徐々に5ヶ所の研究林.観察ステーショ

ンの道営そのものが苦しくなってきていることは

否めない｡こうした現状認識から､下北 ･屈久

CJ･率Clの3研究林 ･税察ステーションにより血

点をおいた運営を行っている｡そのため上信越 ･

木田研究林での研究晴朗がややなおざりにされが

ちであるが,上記した保全生物学分野への取り組

みとも相まって､将来の新たな形での円編成を模

索している｡

平成10年腔の各地ステ⊥ションの状況は､次の

泊りである｡

1.帝CJ祝祭所

事由では昭和28年に餌付けが成功して以

来､全頭個体純別に誠づいた群れの長期継続観察

が行われている｡平成11年1月になって.5代目

ボス ･ノソが31才で死亡した｡これは幸島で確認

された最長寿記録である｡それにともなって20才

になるケムシが6代目ボスになった.昨年の秋か

ら冬にかけて島内の自然食物が凸かだったため

か､16頭 (オス7､メス9)もの山産があり､内

5頭 (オス1､メス4)が年内に死亡した｡他に

ノソを含めて6瑚 (オス2､メス4)の死亡があ

り､平成11年3月の時点での島内の個体数は.マ

キグループ約10甥を含め98頚である｡今年の冬.

マキグループのボスもヨタカからトンボに変わ

り､また主群からメスのナス (9才)が移籍して

いるのが確認された｡その意味では､社会的変動

の激しい1年であった.

ここ歎呼は由との問にできた船だまりの方

に砂が溜まるせいか､.FI)は地続きになることが少

なくなっている.その.a･味では安定した管理が行

いやすい状態にあるが,釣り客の増加により,餌

となるオキアミを食う個体が増えており､その中

に含まれる防腐剤等の形轡が心配されている｡

｢事由独生息地保班対策検討委員会｣が文化庁の

指串の下に閃かれており,継続的に幸島の保全策

が議論されている｡また島内の宿泊施設が老朽化

してきたため､なんらかの補修が必要になってき

ている｡毎年､少しずつ宿泊施設の方に押し出し

てくる砂の蓄積も問題だが､いずれも根本的な解

決策は兄いだせないでいる｡今年度は森 (生態機

構分野)によってマキグループのグルービングの

ありかたが調査された｡

2.下北研究林

昨年度､下北半EIJ北西部の群れが南下して､

伺四郎域のサルと分布を捜するようになり､二つ

の個体群が合して一体となったことが確認されて

いる｡南西部からの南下は,これまで調査されて

きている下北-Z群の分裂によるものだが､その後

の経綿が今年度も継続観察の対象となった｡今年
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